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「お正月飾り」を作ろう！講座開催 

１２月２日（金）山形市民センターにて「お正月飾り」作りを開催しました。初めに

講師の長畑隆史さんより「正月飾り」の由来の説明をいただきました。生活する中で重

要な場所などに飾る角掛け（としな）など、長畑さんが住んでいる大川目地区での習わ

しを知る事ができました。 

実際に体験した参加者たちは、真剣に取り組み徐々に上達する事ができました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ おらほーる・山形図書館 年末年始の休館日のお知らせ ～  
１２月２９日（木）～ １月３日（火） 

 
 

 
 

   

山形総合支所からの 

情報をお届けします 

やまがた総合支所だより 

 

 

右から始めて左へ。上達ぶりがわかります 

黙々と作業していきます 

 

【令和５年度かわい児童館の入所申込みについて】 

現在、かわい児童館の入所申込みを受付中です。 

入所を希望する場合は、「入所申込書」等を提出してください。各書類は、山形福祉

室またはかわい児童館にあります。 

年度途中でも、随時受付けしておりますので、詳しくはお問い合わせください。 
 

▶提 出 先・・・山形福祉室またはかわい児童館 

▶問合せ先・・・山形福祉室（電話 72-2143） 
 



 

 

去る１１月１２日（土）に、市民ボランティア団体「くじ☆ラボ」による平庭高原環

境整備活動が行われました。 

地元小中高校生・地域住民・市内外の企業など約８０名参加のもと、草刈りや蔦つる

切り、落ち葉拾いを行い、久慈市の玄関口でもある、平庭高原が綺麗になるよう思いを

込めながら活動しました。環境整備後は、フォレストボードにメッセージを記入し、参

加者全員で記念撮影。 

最後は、山形村短角牛の『べご汁』のお振舞いがあり、お土産には環境整備にご協力

いただいている企業から『平庭バーガー』や『白樺樹液入りドロップ』『飲み物』をご協

賛いただき、達成感に満ちた顔で、帰路につきました。 

平庭高原の白樺は、日本一の白樺美林として、岩手県の大事な観光スポットとなって

いるところですが、白樺の老齢化により、白樺林の存続が危ぶまれていますので、本活

動を通して、後世に白樺を残せるようにしましょう！！ 

今年度の活動は無事に終了いたしました。来年度もよろしくお願いいたします。 

本活動は、「県民参加の森林づくり促進事業」、「イオン環境活動助成」「岩手県企業局

植樹活動事業」から支援をいただき実施しております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去る１１月１３日（日）に、

昨年度から実施している山

形町の郷土食「まめぶ」をテ

ーマにした「まめぶ展・郷土

食フェスタ」が開催されま

した。 

会場の久慈市山村文化交

流センターおらほーるには、

市内の方を中心に約２００名の方が来場。具材の切り方や味付けに違いがある各集落の

まめぶを無料でお振舞いし、食べ比べながら自分の好みの味を見つけたりしていました。

また、玄関口では、久慈市山形町の豆腐田楽や煮しめなどの郷土食販売も行われ、賑わ

いました。 

その他、まめぶを紹介する動画や文献資料の展示も行われ、作り方や歴史を学んだり、

地元に伝わる食文化に理解を深めていました。 

「くじ☆ラボ」平庭高原環境整備 実施！



このイベントには、包括連携協定を

締結している実践女子大学の鈴木沙弥

花さんが、まめぶアンバサダーとして

ボランティアで参加し、まめぶのＰＲ

をしてくれました。 

久慈市では、昨年度から、郷土食「ま

めぶ」の国の無形の民俗文化財登録に

向け取り組んでおり、今後益々、皆様

のご協力をよろしくお願いします。 
 

 

 

去る１１月２７日（日）に、センターハウス平庭山荘にて「赤そば収穫祭～赤そば

を食す会～」が、清水会長、澤里久慈市副市長をはじめ約３０名の参加のもと開催さ

れました。 

赤そばは、ヒマラヤ山脈標高 4,000メートルの、作物が育つ環境にないようなとこ

ろで、１面に鮮やかに花を咲かせ自生していた赤そばを、研究者が日本で栽培できる

よう品種改良を重ね、最初は、白い花しか咲かせなかったようですが、苦労の末、赤

い花を咲かせるようになり『高嶺ルビー』と名付けられました。 

赤そば生産者からは、６０kg の種を撒き、１００kg の収量を目指していたが、雨

や霜の影響で２０kgしか取れなかった…と、生産状況の説明をいただきました。 

まさに、ほんの一握りしかとれない貴重な赤そばを食す機会となりました。 

赤そばは、食べるのはもちろん、観賞用としても楽しめるということで、幅広い活

用ができることも確認しました。 

参加者には、盛岡市の飲食店オーナーも参加

し、「来年、そばのお店をオープンするため勉強

に来ました。こういう企画は、もっと開催して

欲しいです。」などの感想も聞かれ、実りある会

となりました。 

来年以降は、コロナ禍でイベント開催が出来

ていなかった、『かじかの里赤い花のそばまつり

（日野沢地区）』復活を、望んでいます！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

去る１１月２９日（火）に、「地産地消ふれあい給食の日（短角牛の日）」として、遠

藤久慈市長、後教育長、中屋敷肥育部会長、宇部食改協理事によるお話や講話をいただ

き、山形村短角牛の給食をいただきました。 

この日は宇部小学校にて、５年生１１名で、給食センターの皆さんが丹精込めて作っ

た山形村短角牛のビーフシチューを、生産者や関係者の皆さんと一緒に食べました。 

特別ゲストのタン君も、質問にうまく答えていました。 

今後も継続して、久慈市の農林水産業への関心や理解を深 

め、地産地消及び食育の推進を図っていきたいと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

平庭高原スキー場レストハウス千春内で毎年開催しているニューイヤーフェス

ティバルが 1 月１日 11 時から開催されます。新春もちつき大会やお楽しみクジな

どが行われます。 

また、２月 11 日（土）「平庭高原スキー場まつり・第 35 回花火大会」、２月 12

日（日）「バンクドスラローム大会」の開催を予定しております。皆さんのお越し

をお待ちしております。 

「地産地消ふれあい給食の日（短角牛の日）」 

１ １ 月 ２ ９ 日 ＝ 

い い 肉 の 日 ！ 


